
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

集団感染防止の観点での対応手順 
 

 寮生に発熱、風邪症状等が判明 

舎監の教職員等は、管理職に報告するとともに、 

当該寮生を他の寮生と関わらない個室で休養させる。 

ただちに、かかりつけ医等で受診し、指示に従う。 

（かかりつけ医がいないなど、相談先に迷う場合は「受診相談センター」に相談する。） 

ＰＣＲ検査等の結果が判明するまで、当該寮生

を他の寮生と関わらない個室で休養させる。 

関係者の行動状況等の情報収集を行う。 

診療・検査医療機関（かかりつけ医が診療・検査医療機関

の場合含む）に事前に連絡してから、寮生を受診させる。 

寮生に発熱、風邪症状等がある場合の対応の考え方 
現在、県内の学校寮では、個別に寮のマニュアルを作成し、感染防止対策を図っているところであ

るが、この度の島根県での学校寮における集団クラスターの発生を受け、早期発見・早期対応に

努めるなど、学校寮での集団感染を防止するという観点から、県と県教育委員会とで「学校寮にお

ける新型コロナウイルス感染症対策ガイドライン」を作成し、寮内における感染防止策を徹底する

こととした。 

当該寮生を他の寮生と関わ

らない個室で休養させる。 

※医療機関等への移動は保健所と

相談しし可能な限り人との接触を

避けるとともに、マスクを着用しこ

まめな換気を行うなど、教職員の

感染予防に留意すること。 

相談の結果、診

療・検査医療機関

で受診 

診療・検査医療機関でＰＣＲ検査等を実施する。 

コロナ等疑いなし 

ＰＣＲ検査等実施しない 

症状が改善しな

い場合、再相談 

ＰＣＲ検査等陰性 

当該寮生は保健所の指示に従い医療機関へ入院する。 

学校は保健所の調査に協力し、濃厚接触者の特定や施設

内の消毒を行うとともに、寮生、他の生徒及び教職員に正

確な情報を提供し、調査や消毒作業への協力を求める。 

（詳細は「患者発生時のフロー図」によること） 

ＰＣＲ検査等陽性 

フロー図１ 

ＰＣＲ検査等の実施の指示（イン

フルと同時検査の場合有） 


